
様式第１号別添３ 

 

安全衛生優良企業における安全衛生取組事例シート 

 

 

 

 

企業名 トヨタテクニカルディベロップメント株式会社 

 

安全衛生取組事例 

 1. 会社の目指す姿と現状 

  (1)会社の目指す姿 

   従業員が健康でイキイキと働くことで、「会社ビジョンの達成」を目指す 

 
  (2)現状 

   ・コロナ禍以降に見えてきた課題 

    (1)有所見者率や腰痛の増加 

     ①全体 ‘19 年+5.0P       ②生活習慣病関連<*> ‘19 年+5.6P 

       
                                             <*>

BMI・血圧・肝機能・脂質代謝・糖代謝・尿酸 

     腰痛 ’19 年+26.9P 

 

   ・睡眠不足 

    ①’20 安全健康実態調査：日常的に睡眠を 6h とれていない(45.2%) 

熟睡できていない(22.7%) 

    ②保健師ヘルスガイダンス/産業医面談：睡眠で疲れが取れない(28.8%) 

    ⇒「睡眠時無呼吸」が疑われる症状がみられる 



   ・不妊治療 

    不妊治療中の従業員より医療職宛に以下の相談あり 

    ①言いにくさや突発の休みづらさを感じている 

    ②年休以外に使える休務の必要性を感じている 

 

    

 

 2. 会社の目指す姿と現状 

  (1)コロナに対応した健康改善取組 

   ①身体/精神不調の健康調査 

    ■緊急事態宣言時の健康調査 2020 年 4～6 月・2021 年 1～3 月実施 

     新型コロナウイルスの影響によって、従業員の勤務環境が変化したため、 

従業員・派遣社員を対象に、「①目・筋骨格・神経」および「②ストレス」 

に関する問診 

     一定以上の不調者と面談希望者に対して、面談を実施(約 20 名/回) 

→休務者は 0 名 

   ②腰痛改善 

    ・肩こり腰痛対策として補助イス貸与 

      

 

    ・「腰痛予防セミナー」を動画配信 

     内容：①生活習慣を振り返る ②腰痛とは ③腰痛ゼロメソッド 

     約 200 名の従業員が視聴 



       

   ③食事改善と運動習慣の定着化 

    ・RIZAP コラムを社内イントラに掲載 

     内容：①「脚」トレーニング ②体脂肪 ③血圧 ④水分/アルコール 

              ⑤コンビニ食 ⑥ウォーキング ⑦ながら運動 

     約 200 名の従業員が視聴 

      
    ・TTDC 健康イキイキ大賞の実施 

     内容：コロナ禍においても、イキイキと働き続けるための「心身の健康維持 

や向上」につながる工夫を募集し、優秀内容を表彰 

     約 300 名の従業員より応募 

      

 

  (2)睡眠時無呼吸の調査 

   ・内容：e-Learning にて昼間の眠気度チェックに回答 

       「日中重度の眠気」と診断された者のうち希望者は産業医面談のうえ 



紹介状発行 

   ・約 800 名が診断し、うち 24 名が「日中重度の眠気」と診断 

   ・保健師による状況確認後、4 名が産業医と面談し、受診勧奨 

     

 

  (3)不妊治療と仕事の両立支援 

   ①職場への理解活動 

    不妊治療を受けている人・ これから受ける人が仕事を続けながら治療する 

ために必要なサポートについて、従業員が理解を深める 

    ⇒e-Learning を実施  

      

   ②特別休暇 

    ・不妊治療を事由とする特別休暇を新設 

     日数・手当は生理特休と同一、また男性も取得可 

     2022 年 1 月より運用開始⇒2022 年 6 月男性 1 名利用実績あり 

・個人のプライバシーに配慮した名称 

     生理・不妊治療を事由とする特別休暇を「ケア休暇」とする 

      
 

 

   ③冊子への掲載 

    「不妊治療を受けながら働き続けられる 職場づくりのためのマニュアル」 

(厚生労働省発行)にて、TTDC の取組を紹介 



      
 

 3. 取組結果(2021 年定期健康診断) 

   

 

 

 4. 今後の取組 



    

 

    

 

 



   

 

 


